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超分子と分子 システム

(九 州1大学大学院工学研究院・分子 システム科学センター)君 塚 信夫

梅のつぽみが膨 らみ、春の予感が芽吹 く季節か ら、桜の舞う卒業式や春の学会

シーズ ンはまたた <間 に至」来 し、また新年度 を迎 えて新たな 日常がは じまる。

一日は等 しく 24時 間であるのに、一年過ぎるのがだんだんと加速されるように

感 じる。丁度、砂時計から一定速度で砂が落ちているのに、残る砂の量が勢いを

ま して減 つてゆ くのに似ている。ともすれば、無駄な時間を切 り詰める しか策は

なさそ うであるが、ここでは逆に、心 に余裕をもつて複数の視点や座標軸 を持つ

ことの意味について考えてみたい。

いうまでもな く、超分子化学は特異的な分子認識 をは じめとする、生命系の示

す高度な化学現象にインスパイアされなが ら進展 してきた。日本人研究者の「技」

と「 匠」が世界的にも顕著な分野であることは疑 う余地がなしヽ。では、「 超分子

化学」の目標は何であろうか。生命化学においては、シュレージンガーが抱いた

「生命とはなにか」という大命題があ り、ポス トゲ ノム時代を迎えて、生命の情

報を担 う分子が様々な レベルで示す網羅的オミックス情報の収集・分析がなされ

てきた。これ らを基に、細胞内・細胞間の シグナル伝達経路など、生命を分子情

報の動的ネ ッ トワークの上に成 り立つ “システム "と して理解 しようとする “シ

ステム生物学 (system biology)"が 生み出されている。生命の構成分子はまぎれ

もな <化 学で記述されるが、生命 システムの秩序は、現在の超分子化学の拠 り所

である “熱力学エネルギー最小の原理 "に支配された平衡構造だけでは理解でき

ない。外部から供給されるエネルギーによ って維持される非平衡散逸構造や、動

的に自己組織化された分子情報のネ ッ トワークシステムに支えられている。

構成要素のハ ー ド (構造・機能)に 関する研究か らネ ッ トワークシステムヘの

パラダイムシフ トは、生命化学分野 に始ま った ことではない。19世 紀の産業革

命は道具を機械 に変えたが、20世 紀におけるコンピューター、通信技術 の発展

は機械 をシステムに変えた。ウィーナーは、生物におけるフ ィー ドバ ック制御が

機械 に対 しても成 り立つ普遍的原理であることに着 目し、当時成長 しつつあ つた

制御や通信な どの技術を体系化 しようとする “サイバネテ ィクス "を提唱 して多

<の 学問分野に影響を与えた。このように、異分野の知を統合 して特定の技術分

野に限定されない普遍的な概念や技術 に結びつけるためには、一つの専P]に とら

われず複数の視点やスケールをもつ ことが必要である。現在の研究課題に熱中す

る自分 と、それを冷ややかに見つめる自分の両方が必要ということである。超分

子化学はすでに多くの学問分野との接点を有する複合領域であるが、一見離れた

分野で得 られた “知"を横に結びつけて統合 をはか り、“技 "や “芸 "で なく新

しい “知 "を創造することがひとつの 目標 になろう。その上で “分子システム "

の着想が新たな舞台を提供するもの と期待される。

一
-1-―


